
 ２００９年に続いて、２０１０年も新車販売台数が世界一位に輝いた中国。この勢
いは、超高額なスーパーカー市場にも及んでいるようです。  
 例えばイタリアのスーパーカーメーカーであるフェラーリ社は、本格的に中国市場
に参入したのが２００４年でありながらも、６年後の２０１０年には３００台近くを
販売、前年比４３．６％増を達成しました。さらに２０１１年には、前年比１．７倍
の販売台数を見込んでいます。また同社は、中国だけでなくインドや南米といった新
興国も成長の余地があるマーケットと位置付けており、販売を拡大する方針です1 。  
  
 スーパーカーといえば、日本においては子供たちを中心とした１９７０年代の一大
ブームが思い出されます。清涼飲料水の王冠の裏に車のイラストが描かれていたり、
消しゴムをスーパーカーの形に模した「スーパーカー消しゴム」が売られたりしてい
ました。さらに、日本の各地ではスーパーカーショーが催され、子供たちの憧れは
スーパーカーに集まりました。そして日本経済最盛期の１９８０年代に入ると、経済
成長に伴う所得増加により、高額品の売上が拡大し日本の消費スタイルは大きく変化。
スーパーカーは憧れの車から、経済成長のシンボルのひとつとして一時代を築きまし
た。 
 
 成長を続ける新興国においても、スーパーカーブームの兆しが見え始めています。
所得の伸びと共に、昔の日本のように消費スタイルの変化が始まっているようです。 
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（1）GSAM調べ （出所）日本自動車工業会 
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